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「職業適性相談に見る就労困難者
としての発達障がい者への支援と
機関連携」 笠原和恵

福祉の知 平成２１年３月

笠原和恵（当時、職業ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ職員）

が平成１７年度から１９年度の相談データを

分析、論文としてまとめた。

大阪府健康福祉部の「福祉の知」に掲載。

<1>調査機関

２００５年度～２００７年度

<2>対象

１４２人

調査期間中の新規相談者の２７３３人中で

すでに発達障がいの診断を受けている

医療機関等で、傾向を指摘された

当センターでの相談、検査内容から発達障が
いの疑いを持った対象者

知的発達の遅れを伴わない群



障がい種別と医学相談、手帳の有無

男 女 合計 手帳

広汎性発達
障がい

４６（２６） １２（６） ５８（３２）

５５％

１

学習障がい ２６（７） １１（３） ３７（１０）

２７％

１

注意欠陥多
動性障がい

１０（１） ９（１） １９（ ２）

１１％

０

その他の発
達障がい

１９（５） ９（１） ２８（ ６）

２１％

０

備考 （ ）内は診断確定している人数、赤字はその比率

図１ 学歴



図３ 正社員歴

笠原氏の論文から

職業適性相談の中で、なんとなく

感じていたことが明確になった。

高学歴だが職場不適応、再就職が困難

職場で友人ができにくい、話すのが苦手

上司との対人関係に悩む、面接が苦手

仕事の失敗経験が、心に残っている

失業の長期化、ひきこもり

メンタルなフォローや治療が必要な場合も



どのような支援をしたか
職業適性相談、結果説明、カウンセリング

家族との話し合いの中で、次に続く支援へ

再就職に向けて、本人の職業適性への理解

障がい受容～制度利用へ、家族、本人の理解

制度利用に向けて関係機関につなぐ

手帳取得に向けて、手続きを指導

メンタルなフォローや治療が必要な場合も

診断確定、手帳交付までの待機期間の関わり

どのような支援をしたか
職業適性相談、結果説明、カウンセリング

家族との話し合いの中で、次に続く支援へ

再就職に向けて、本人の職業適性への理解

障がい受容、制度利用に至らず、一般就労へ

ハローワークへの専門支援につなぐ

一般就労であっても、本人の職業適性に向けた
職種選択、ケースワーカーの同行指導

就職チューター、ジョブサポーターの利用



職業適性相談後の継続的なかかわり

年
齢

高

低

社会経験 豊富乏しい

就職活動基礎講座

グループカウンセリング

さわやか自己表現セミナー

未就労
２～３年 １０年

１５

１５年 ２０年

４５

３０

２５

３５

適職入門講座
又は個別指導

適職入門クラブ

就職活動の基礎力アップ

今すぐの就職というよりも、

職業に対する知識を深める

これから就職活動という段階

の若年者（プチ社会人）向け

作業、学習、ミーティングで

自己理解を深める

適職入門講座・ＳＵＭＭＥＲコースのご案内 

適職入門講座のお問合せ先 

 

職業ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ （大阪府総合労働事務所） 

講座の特徴とねらい 

・若い方を中心にした講座です。 

・少人数制で、落ち着いたふん囲 

  気を大切にします。 

・作業経験の中で、職業適性の自 

  己理解を深めよう。 

・職場のマナーや就職スキルを、 

  楽しく身につけよう。 

・パソコンを使って、仕事情報を自 

  分で探せるようになろう。 

・パソコンがはじめての方でも、苦 

 手な方でも、参加できます。 

 ＳＵＭＭＥＲコース日程・プログラム 

              ※ 講座は午後１時２０分から３時３０分 

                                

６／３０（月） 
 ｽﾃｯﾌﾟ 

 １ 
オープニング・カフェ 
 就職準備は大丈夫？自己チェックをしてみよう 

                

７／ ７（月) 

 ｽﾃｯﾌﾟ 

 ２ 
パソコンで探検してみよう 
  どんな仕事があるのかな・ＯＨＢＹを使おう 

                

７／１４（月） 
 ｽﾃｯﾌﾟ 

 ３ 
仕事にチャレンジ 
 職業見本による作業体験・職場のマナー 

                

７／２２（火） 
 ｽﾃｯﾌﾟ 

 ４ 
仕事にチャレンジ・２ 
 職業見本による作業体験・履歴書を作ろう 

                

７／２８（月） 
 ｽﾃｯﾌﾟ 

 ５ 
仕事さがしのスキル 
 インターネットで職業情報・適職入門カフェ 

 適職入門講座 
   Ｓ Ｕ Ｍ Ｍ Ｅ Ｒ コ ー ス 

         6月30日～7月28日 

職業カウンセリングセンター 

電話０６－６９４６－２６１４ 担当 加藤 

大阪市中央区石町２－５－３ 

       エル・おおさか南館4階 

２００３年 

 これから働きたい、働いてみたい

と思っているあなたへ、 

 

 働くことに対する心構えや、職

業の選び方、職業情報の集め方、

履歴書の書き方など、就職に関す

る知識を、基本から学習してみま

せんか。 

  

 また、これからの就職にはパソ

コンのスキルが求められていま

す。職場の中では、敬語の使い方

を含めてマナーも大切です。適職

入門講座には、パソコンやビデオ

による学習もあります。 

講座のタイムスケジュール 

     時 間    活 動 内 容 

１３：２０～ ミーティング 

１３：４０～ 課題に取組もう 

１５：００～ 評価とふりかえり 

就職活動スタート！ 

  あなたも参加して 

    学んでみませんか   



就職活動の
スキルアップ
・自己ＰＲ
・面接
・履歴書
・職務経歴書

＋
継 続 し て 通 う
ことで、

生活空間の広が
り、対人接触の
機会の増加

グループカウンセリング

・単発でも参加できる

・遅刻しても参加できる

まだ、対人関係のとり方
がうまくできない参加者も
いて、急な用事やバイト
を断れないこともある。

毎回、課題を設定して考
える。職場でのマナーや
困ったことも自由に話し
合う。



さわやか自己表現セミナー

意見や自分の気持ちの表
現の仕方を練習すること
により、対人関係のスキ
ルを見直し、人間関係を
改善する。

また不合理な思い込みに
より、自分に自信が持て
なくなっている方に周囲
の状況や相手を観察する
スキルを身につけさせて、
職場定着を目指す。

効果的な就労支援のために

肯定的な

「これまでの生活の中で経験した」

マイナスイメージから「新しい自己概念」へ

行動計画の作成（ある意味で、コーチング）

自己概念 自己理解 価値観 が必要



肯定的な自己理解のために

一人っきりで、長い間、孤立を続けさせない

一人では、自立は成し得ない。いろんな人と

関わり、話す、聞く、訊く、安心できる場を持つ。

自尊感情をはぐくむ ・・・心の健康には必要

身近な人との交流の中で、今の気持ちを

オープンに語る。

自分を元気にする努力、自分の好きな運動で

体を動かす、本を読んだり、セミナーに参加。

関係機関の連携：ハローワーク
国の職業紹介機関。

＊フリーター常用就職
支援事業（若年者
ジョブサポーター）、

＊障害者の就業等

（就職チューター）

⇒右記参照

若年コミュニケーション能力

要支援者就職プログラム

＊発達障がい等によりｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ能力に困難を抱え
ている求職者が対象。

＊専門支援機関（障害者職
業ｾﾝﾀｰ等）に誘導。

＊障がい者向け専門支援を希望しない者には一般窓口で就職
ﾁｭｰﾀｰによる職業相談・職場定着支援を行う。

大阪府は５カ所配置。



専門機関への紹介（障がい関連）

地域障害者職業センター
＊障害者の雇用の促進等に関する法律に基づく。

《業務》

障がい者への職業相談、職業評価、

職業準備支援、職業リハビリテーション。

・事業主に障がい者雇用についての支援・指導

・ジョブコーチの派遣

ハローワーク、社会福祉施設、事業所等とも連携

専門機関への紹介（障がい関連）２

発達障害者支援センター

発達障がい児・者への総合的支援を

行なう地域拠点。

相談・療育・就労・啓発の各支援が主。

大阪府・大阪市・堺市も設置。

ハローワーク、社会福祉施設、事業所等とも連携



専門機関への紹介（障がい関連）３

医療機関（未診断の場合）

これから診断を受ける医療機関への
予約時の説明、紹介状の発行。

初診から診断確定までの経過観察

診断書の審査の待機期間の過ごし方

医療機関紹介から手帳取得まで、

機関のコーディネート力が問われる。

関係機関（障がい関連）

障害者就業・生活支援センター

障がいのある人への就労と生活面を

一体化した支援を地域で行なう。

＊障害者の雇用の促進等に関する

法律に基づき設置。

ハローワーク、社会福祉施設、事業所等とも連携



関係機関の一覧（若年者関連）

JOBカフェOSAKA

若年者（３４歳まで）の総合就職支援施設（ワン
ストップサービス）。おおさかしごと館。

就職紹介、就職相談、スキルアップセミナー等。

若者サポートステーション（全国で70ヶ所委託）

地域における若者自立支援ﾈｯﾄﾜｰｸ整備事業

ニート等若者の自立支援、職業意識の啓発等。

ニートサポートクラブ (３９歳まで対応）

ニート、ひきこもり等の若者、保護者の支援

関係機関の一覧（若年者関連）

若者自立塾（全国２０ヶ所、大阪２ヶ所）

･ニートの若者対象。（３９歳まで）

・集団生活で生活訓練・労働体験。

３ヶ月合宿形式。労働の基本的能力の獲得と
自信の付与。

A’ワーク創造館

・公的職業教育講座の機関（大阪府・大阪市・

雇用能力開発機構）。

・「これから学級」シリーズ等、若者の自立支援



青少年相談コーナー

大阪府の子ども家庭センター ６ヶ所

対象～ 中卒以上２４歳まで

家庭内の事情や社会性等、就労の前段階
の相談への地域での対応

「不登校」～「ひきこもり」等の青少年の相談
に取り組む中で、希望者に対して就労への
動機づけとして職業適性相談の利用

主に「個別相談」で当センターは対応

関係機関の一覧（若年者関連）

関係機関ネットワーク

＊青少年相談コーナーとの会議

＊osakaしごと館拡大連絡会議

＊大阪府若者サポートステーション

支援ネットワーク推進会議

＊成人期発達障害者支援機関連絡会

＊大阪府ニート問題専門家会議

若年者、発達障がい等、就労困難な方々への各機関の
役割理解と情報共有、よりよい支援への有機的な連携へ



効果的な就労支援のために

本人、家族に対して

障がい特性の把握が必要

就労場面で予想される障がい特徴と

職業適性についての正確な理解が必要。

障がい者雇用支援制度の正確な情報提供

効果的な就労支援のために

専門機関の連携

一機関の支援では限界があり、

労働・教育・福祉等、各機関の役割を

相互理解し、連携を図りながら、

専門的支援につなぐことが重要。



個別相談

職業適性
セミナー

ﾊﾟｿｺﾝ診断

新規相談 ２５６２件

９７３件

７３件

３０９件 再来相談

新規来所相談 １３５５件 新規出張相談

１２０７件

再来相談 １９０５件２０年度

再来相談

１９０５件

出張相談
イベント等

就労支援の立場から

加藤彰俊

ご清聴ありがとうございました。

笠原和恵

大阪府障がい者自立相談支援センター

大阪府総合労働事務所（職業ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ）


